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他者の説明を聞いて自分の考

ることができる。

そこで町この

な考え方を活用し
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発達段階を考慮してとたのように具体化した。

の証明問題ができる」と γLうしベ

かることにつながると考えている。
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ることにつな

る子どもの姿」
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すること
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(2）算数＠数学科における思考力。判断力，

昨年度（21年度）は，一貫教育における研究テーマとの関連から，教科における思考力。判断力。表

現力を明確にするとともに，これらの力をどのように伸ばしていくかについて明らかにすることをめざ

した。そこで学習指導要領の改訂の流れ等の背景をふまえラ算数＠数学科では学胃の

たい思考力む判断力 a 表現力を？「数学的な思考力＠判断刀＠表現力Jとして，

につけさせ

のようにとらえ

図形に関する知識や技能ラまた類推，帰納，；直緯？図

どの数学的な考え方を活用しながら問題解決をめざす力。

しゃ筋道を立てたり，様々な解決方；〉去を比較しよりよい

な根拠をもとに正しいものを見つけ出そうとする

「数学的な判断力」…問題解決に向けて，
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乙こ，

どを
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を伸

めることも

相互作用し台っととでそ

とることから判断したことをふりかえっ

な関係であり 3。判断刀＠

いくことができると
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えたときに9

けていくことが大切であるのか」
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び

実際のj：受業を行う中で，見ることのできた子どもの姿から，これからめざす姿について考えてみたいo

－比中学校第 2学年「文字式吋叩の学習のまとめとして，生徒が「文字式のよさ巳fーマ

に取り組んだレポートの一部である。新学習指導要領では小学校第 6学年から「文字式Jの宇宙セ

ことになり p 文字式を用いることのよさや必要性についてはヲさらに時間をかけ徐々に理解を深めてい

くことが大切であるといえるo また中学校以降の数学学習においてq 文字式を積極的に活用しながら

現していくことは非常に重要になっていく。実際の授業では？「連続する 3つの整数の和？？？

なる」「連続する 3つの偶数の和は 000になる」という課題から，成り立ちそうなことな帰制削あ

るいは類推的な見方や考え方によって発見的にとらえヲ予想した命題が成り立つかどう川一？？と

めの手段として文字式を活用し？演鐸的な考え方を用いて根拠を明らかにしω らその命題の嗣U兄

明する学習に取り組んだo さらに学習を進める中でこの生徒は，「連続する淵の整数の和は：： 子ぐ
うように問題の条件を変えて発展的に考え，その新たに見つけ出した事柄（ 5の倍数になることj川
り立っかどうかを説明しようとしている。このように 1つの学習課題から，視点を広げ問題の条件を変

えて考えるという気づきがッ 土記のようなレポ』 トにつながっていった。またこ 、 . ,,, ' 

よ）ことのよさについて「納得のしベ説明ができる」という表現でまとめ9 さらに10n十4ちといっ王むかり q

るlOf国の数の和をより簡単に求める方法にも気づくことができ

ることによって司マ宇式を用いて一般的に説明することの

る
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と上記のような問いが考えられる。実際の授業の中で生まれる問いでもっとも

た（ことや他人が考えたことについて！なぜそうなるのかJということであり こ

た知識や技能，数学的な考え方を用いた説明を促すものである。この根拠J明い，

ヤ授業における柱であるo そしてここで、学習を柊おのではなくヲそこから左らに学び白いを活性化

1せるための問いと Lてラ「イ出の場合も同じように考えられるかJ「もつとよい7'5}j生itI:）！，＇乙：jγ／）＼

子どものJ思考を広げ、るような向い v，やヲ「似ているところはあるか」「c，つで、もできる（ど
ねらいに追つ vごv,＜ような問t、を意図的に投げ、カ：、けてし1くO また こうした問い

くことで，やがて子ども自身からの問いへと変容していくことをめざしていきたいハ

な表現を用いて，自分やまわりの友だちと共に考えたことや判断したこと

を充実させていく。
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「間し、」に対する自分の考えを検討し，解決していくためには

表現を用いて思考を深めていくことが重要である。上記むようにq

明すること，また与えられた条件から図をかくこと司

考の過程が適切に表現できるようにするために，授業に

上記の①，②を基盤として5

③自分（たち）の考えたこと

な問題において，課題を明確にし，類推的な考え方や帰納的な考え方から演鐸的な

考え方による論理的な思考を展開することで一艇化を図るためにヲその思考の過程や判断の

根拠を，言葉や数，式ヲ図ラ表ラグラフあるいは数学用語や数学特有の言い方など多様な表

現方法を適切に用いてヲそれらを関連させながら説明することができる。

中等部

ていけるような学級全体で
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る
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ける教師の働きかけを充実させてし1く。

グラブなど
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l「自分の考えや答えは正い、だろっかJ

凡だの式はどうやって考えたのだろうか」「一例明記たいのだろうか」l「山えは間違っているけど出ーなつ山ろうかJ

〔友だちの考えたことの意味を理解する場〕
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「10のまとまりからひくと。＇ ＇」

「線分図に表して考えると。也＠」「X, yの関係

「2つのグラブを使って比較して考えると⑥ <!> ，，」

「合同条件が成り立つので＠£必 J「この呈とからいえることは。＇ ＇」
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前述した算数⑨数学科における研究テーマ「豊かに考え，表現する算数＠数学学習」に迫っていくた

めに9 また特に昨年度の取り組みをふまえヲ今年度はそれぞれの発達段階における数学的な思考力 e 判

断力。表現力を明らかにしっそのつながりを示すとともにヲ数学的な思考力＠判断力 e 表現力を育て高

めるための授業づくりについての構強を明らかにし，授業実践を通して検証していく。

＠判断力＠表現力についての11年間のつながり

一貫教育という視点から，算数＠数学科ではそれぞれの発達段階での算数＠数字学習における

的な思考力。判断力。表現刀 iを次のようにとらえている。

「数学

）
 

1
 

（
 

における問題を内具体物を用いた活動などを通して思考し，考えたことを自分なり

の言葉で表現Lてい〈過程において，半具体物町絵命図？数ワエ！日などを用いながら説明する

ことができる。

具体的な問題においてm めあてをもち，きまりや関係を見つけ出すような類推的な考え方

や帰納的な考え方なと、の思考の過j去や判断の根拠をヲ言葉や数9 式，区！？表，グラフなと多

様な表現方法を用いて，工夫して説明することができる。

初等部

後期

問題の解決が初等部前期では活動を通した思考が主で，どもの学ぶ姿を見ていくと，

〔白

今年度はヲ数学的な思考力・判断力。表現力を育て高めていくための具体的な方第として？学級全体

での学び合いを活性化させるためにヲ授業を通して次に述ぺる①～③について重点的に取り組んでしパ。

る「間し＼」をな思考とのi:p いIでいく。！こっム
寸
ヤ
臥ピJ

「なぜそうなるのかJ E根拠］ I 

円以ているところはあるか」「違うところはあるかJ T共通性唱相違性1
らl司じ4うに考えられるのか」｜いつでもできるの川 I 

「もうと簡単にできないのかJ 店主合性電一般性1
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初等部

前期

学習場面から
したこと

い」の場を設定していく。

を｛中

な表現；IJIを育成する

していく」二での，

てし、べ

しかし初等部後期では思考の幅も広がりラ例えば類推や帰納的な

思考によってきまりや関係を見つけ出すことに面白さを感じるようになっていく。さらに中等部になる

と具体的な場面から離れ数学的な問題に対L，類推的ヲ帰納的に物事を考えヲ演鰐的な考え方を用いて

説明しようとするといった思考活動が中心となっていく。またその際に，自分の思考し判断したことを

表現する手段としてラ初等部前期では絵やテーフ。図が中心で、あったものがヲ発達段階に応じて，徐々に

表やグラフ，記号や用語等の多様な表現方法を適切に用いていけるようになっていく。このように初等

部前期から中等部までの発達段階における思考の質の違いやヲ思考，判断ーしたことを表現する｜漂の表現

方法の違いをふまえ可これらの違いやつながりを意識すると共に匂そして一貫教育における積み上げを

大切にした学習活動を展開していくことが重要である。

(2）患者力＠判断力＠表現力を育て高めるための擾業づくり

るために

どもから生まれた問1,＼をつ lj;いでいくことが重要引である。

中村享史氏（2008）の考えをもとに 4つの視点から
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